
新たな気持ちで、子ども・障がい者

の医療費窓口無料を求める県議会

への請願署名運動を展開しよう！
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石川県９月県議会

県知事が子ども医療費の窓口無料化検討を答弁

取り残される長野県！
石川県の谷本知事は、さきの石川県議会の予算委員会で子ども医療費について、現在の「償還払

い方式」を「現物給付方式」（窓口無料化）に変更することを表明したしました。

石川県では、子どもの医療費は月額の自己負担の上限額を 1,000 円としてそれを超える医療費を

助成していますが、長野県同様に償還払い方式のため一旦窓口で全額支払いが必要です。また、長

野県とは違って毎月の申請も必要となっています。更に、石川県では市町が独自に現物給付方式に

した場合には県から市町への福祉医療給付費の補助を中止するといった要綱を定めています。

このように石川県では子ども医療費の現物給付化について消極的な立場でしたが、従来の方針を

転換して、現物給付方式の検討に入り、来年度にも導入される可能性が出てきました。

石川県知事の英断による窓口無料化に向けた方針転換によって、全国４７都道府県のうち、県の

制度で子ども医療費の窓口無料制度とっていない１０道県の一角が崩れようとしています。長野県

が取り残されようとしています。

県知事の英断を求めるためにも、県議会の後押しが必要です。来年４月

の県会議員選挙に向け、県議会への請願運動を盛り上げましょう！


